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第1章 序論 

学習指導要領(文部科学省、2003)によると、健康安

全・体育的行事は「心身の健全な発達や健康の保持

増進などについての理解を深め、安全な行動や規律

ある集団行動の体得、運動に親しむ態度の育成、責

任感や連帯感の涵養、体力の向上などに資するような

活動を行うこと。」が目標として定められている。体育行

事の中でも、歩くことが人の最も基本的な動作であるこ

とから、歩行行事は体育行事として重要な役割を果た

すものと考えられる。また、「歩育」の観点からも、体育

行事としての長距離歩行行事の重要性に言及すること

が出来る。  

しかし、昨今の体育行事は、学校制度改革や周辺

環境の変化により削減・縮小の傾向にあるが、高等学

校での体育行事は、学習指導要領に記されているよう

に様々な恩恵を得られるものであることから、今後も継

続的に長距離歩行行事を実施していく必要があるだろ

う。  

そこで、本研究では、現在の長距離歩行行事の実

施状況を調査した(研究Ⅰ)。さらに、長距離歩行行事

を実施している高等学校が行事にどのような魅力持ち、

行事の問題点およびその対処方法を調査した(研究

Ⅱ)。  

 

第2章 研究Ⅰ 

1. 目的  

インターネットを利用して各高等学校のホームペー

ジを調査し、マラソン大会と比較検討から、全国の高等

学校における長距離歩行行事の実施状況を明らかに

することを目的とした。  

2. 方法  

全国47都道府県の高等学校 (5058校) を対象に、

インターネットに掲載されている各高等学校の公式ホ

ームページより調査した。本研究では5 年制の高等専

門学校、通信制高等学校、夜間の定時制高校は除外

した。  

調査内容は、長距離歩行もしくはマラソンの実施状

況、創立年度、実施距離を調査した。  

3. 結果  

全国5058 校の高等学校の実施状況は、長距離歩

行446 校 (8.8%) 、マラソン1287 校 (25.4%)、不記載

3283 校 (64.9%) 、不明42 校 (0.8%) であった(図1)。

また、地域別において実施率差に差は見られず、創立

年度とも関連が見られなかった。  

実施距離については、長距離歩行の平均距離は男

子28.9±15.8km、女子26.9±13.9km、マラソン大会は

男子10.6±5.1km、女子7.3±4.9km であった。  

 

 

図1．高等学校の実施状況 

 

4. 考察  

本研究の結果から、長距離歩行の実施率は、創立

年度や地域差は見られなかった。都道府県ごとにみて

みると、40%以上の高等学校が実施している都道府県

もあれば、1 校も実施していない、またはマラソン大会

を実施している高等学校があることが明らかとなった。  

 

第3章 研究Ⅱ 

1. 目的  

現在、長距離歩行行事を継続的に実施している高

等学校が、今後も継続的に実施できるような情報を提

供するために、現在長距離歩行行事にどのような魅力

持ち、現在までに起きた問題点に対しどのように対処し

てきたのかを調査することを目的とした。  



2. 方法  

研究Ⅰで明らかになった長距離歩行行事を実施し

ている高等学校445 校の中から、本調査への協力に

同意が得られた214 校(48.1%)を対象に質問紙調査を

行い、回答を得られた117 校(54.7%) を分析対象とし

た。質問紙は、長距離歩行行事担当者が回答するよう

に依頼し、質問項目は、先行研究(下田、1999；池田ら、

2007)と 学習指導要領(文部科学省、2003)を基に作

成した。  

3. 結果  

「長距離歩行行事から生徒が得られるもの、もしくは

魅力」については、「心身の健全な発達を促す」が86校

(73.5%)と最も回答を得られた(表1)。  

また、「長距離歩行行事を運営していくにあたって、

困難を生じる点」では、「行事を実施する上での安全面

での交通整備が難しい」が69 校(59.0%)で、最も回答

数が多かった(表2)。この問題点に対する対処方法とし

て、教職員や保護者、地域、警察などによる交通整理

という方略がとられていることが自由記述より得られた。  

4. 考察  

行事自体の意義・魅力として、心身の健全な成長、

友人とのコミュニケーション、達成感といった内容が挙

げられていた。また、行事中の安全対策や事故防止の

ために、地域住民と協力して行事を運営していることが

示された。  

 

表1 生徒が行事から得られるもの(N=117)の単純集計結果

 

表2. 運営していくにあたって困難を生じる点(N=117)の単純

集計結果 

 

第4章 総合論議 

本研究で得られた問題点における対処方法によっ

て、現在長距離歩行行事を実施している高等学校が、

今後も継続的な実施が出来る可能性がある。また、本

研究で取り上げられなかった問題点に対しても、高等

学校間で積極的な情報交換をしながら解決しいていく

ことが必要になるだろう。  

今後、長距離歩行行事の継続的な実施をすることに

よって、高等学校における長距離歩行行事を通じた歩

行教育の普及につながると考えられる。  
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